
他館新作情報　２０２1年８月
NO.タイトル 著者名 出版社 出版年 時間

小説以外

1 次のテクノロジーで世界はどう変わるのか 山本康正著 講談社 2020 5時間28分

2 わたしの、本のある日々 小林聡美著 毎日新聞出版 2021 4時間51分

3 ロッキード 真山仁著 文藝春秋 2021 18時間35分

4 人新世の「資本論」 斎藤幸平著 集英社 2020 11時間28分

5 どうしても頑張れない人たち　ケーキの切れない非行少年たち　２ 宮口幸治著 新潮社 2021 4時間45分

6 養老先生、病院へ行く 養老孟司，　中川恵一著 エクスナレッジ 2021 3時間58分

7 武漢日記　封鎖下６０日の魂の記録 方方著　飯塚容，　渡辺新一訳 河出書房新社 2020 12時間21分

8
メーター検針員テゲテゲ日記　１件４０円、本日２５０件、
１０年勤めてクビになりました

川島徹著 三五館シンシャ 2020 5時間11分

自身の大病、愛猫の死－。養老孟司が医療との関わり方、病院嫌いの本当の理由、医療の限界と可能性、人生と死への向き合い方を、みず
からもがん患者である東大病院の名医とともに語る。ヤマザキマリとの鼎談も収録する。

世界は、ＡＩ（データを使った判断）＋５Ｇ（データの高速化）＋クラウド（データの保存処理）で激変する！　ベンチャー投資家にして元グーグル＋
京大特任准教授が、これからの「テクノロジー基礎教養」をわかりやすく描く。

読書家でなくとも本は読む－。猫と遊んで、ごはんをつくり、今日もゆるゆるページをひらく。人気女優・小林聡美が、「本のある愉しい暮らし」を
軽やかに綴った読書エッセイ。

田中角栄元総理が逮捕され、日本を揺るがした「ロッキード事件」。裁判官、特捜検事らの多数の証言をもとに、戦後最大の疑獄の真実を明ら
かにする。

人類の経済活動が地球を破壊する時代。経済思想家が、マルクスの『資本論』をヒントに、この問題の解決策と豊かな未来社会への道筋を具
体的に描く。第１４回新書大賞受賞。

サボっているわけではなく、頑張り方がわからずに苦しんでいる人々は存在する。そんな人々を適切な支援につなげるための方法を、児童精
神科医が説く。

食料品やマスクの不足、医療現場の疲弊と焦燥…。中国・武漢在住の女性作家が、新型コロナウイルス蔓延による都市の完全封鎖の中で実
情を綴った記録。

職務質問間違いなしの検針員の七つ道具、月２７万円稼ぐ女性検針員の秘儀、ハンディ盗難事件の後始末、ふたりの検針員の死、突然のクビ
宣告…。電気メーター検針員として過ごした１０年間の経験を、日記形式で綴る。



9 作家の贅沢すぎる時間　そこで出逢った店々と人々 伊集院静著 双葉社 2020 5時間17分

10 わかりやすさの罪 武田砂鉄著 朝日新聞出版 2020 9時間32分

11 Ｇｏ　Ｔｏマリコ 林真理子著 文藝春秋 2021 6時間6分

現代小説

12 類 朝井まかて著 集英社 2020 15時間54分

13 獣たちのコロシアム　池袋ウエストゲートパーク　１６ 石田　衣良著 文藝春秋 2020 8時間47分

14 スモールワールズ 一穂ミチ著 講談社 2021 7時間36分

15 天使と悪魔のシネマ 小野寺史宜著 ポプラ社 2021 5時間54分

16 ｆｉｓｈｙ 金原ひとみ著 朝日新聞出版 2020 7時間56分

17 わたしが消える 佐野広実著 講談社 2020 9時間53分

行き着くところは「味より人」である－。執筆のあとに、旅した街で…。作家・伊集院静の心と腹を満たした、７５軒の“馴染味の店”を初公開す
る。

「すぐにわかる」に頼るメディアなど、“わかりやすさ”の妄信が、社会にどのような影響を及ぼしているのだろうか。「わかりやすさの罪」について
記す。

苦手なパソコンでラジオ出演を試みるも結局スタジオに行ったり、人生初のZoom飲み会に出席。さらにはＹｏｕＴｕｂｅデビュー。世界中が混乱し
た前代未聞の年に、マリコは何を語るのか？

何不自由なく暮らした少年時代、パリへ遊学した青年時代、そして千駄木で書店を開き文筆家の道へ…。森鴎外の末子、森類の愛と苦悩に満
ちた生涯を描く。

人知れずネットの深奥で共有される陰惨な動画。子どもたちを地獄から救うため、マコトとタカシは獣たちに怒りの鉄槌をくだす！　表題作ほか
全４篇を収録。

夫婦円満を装う主婦と、家庭に恵まれない少年。初孫の誕生に喜ぶ祖母と娘家族。向き合うことができなかった父と子…。誰かの悲しみに寄り
添いながら、愛おしい喜怒哀楽を描く連作集。

結婚を控えた地下鉄の運転士、酔って駅のホームに立つＤＶ男…。運命の現場にやってくるのは天使か、悪魔か？　容赦ない運命とぬくもりが
同居する物語。

美玖たち３人は、互いのプライベートに踏み込まない「ともだち」。彼女たちが抱える虚無は、仕事でもプライベートでも、それぞれに深く…。女性
の生きづらさと新たな連帯のかたちを描く。

軽度認知障碍を宣告された元刑事。刻一刻と現れる症状と闘いながら、身元不明の認知症患者の謎に迫っていく。社会派ミステリー。第６６回
江戸川乱歩賞受賞。



18 田舎のポルシェ 篠田節子著 文藝春秋 2021 7時間40分

19 つまらない住宅地のすべての家 津村記久子著 双葉社 2021 7時間41分

20 悪の芽 貫井徳郎著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2021 12時間12分

21 エレジーは流れない 三浦しをん著 双葉社 2021 6時間58分

22 婚活食堂　４ 山口恵以子著 ＰＨＰ研究所 2020 5時間42分

時代小説

23 風を結う　針と剣　縫箔屋事件帖 あさの　あつこ著 実業之日本社 2020 8時間

24 襲大鳳　上　羽州ぼろ鳶組　１０ 今村翔吾著 祥伝社 2020 7時間54分

25 新選組の料理人 門井慶喜著 光文社 2021 8時間11分

26 汝想いて斬　拵屋銀次郎半畳記　３ 門田泰明著 徳間書店 2021 8時間47分

実家の米を引き取るため大型台風が迫る中、強面ヤンキーの運転する軽トラで東京を目指す女性。波乱だらけの強行軍を描いた表題作ほ
か、心躍るロードノベル全３篇を収録する。

静かに並ぶ住宅地の家々。ある出来事をきっかけに、それぞれの家の、それぞれの事情が見えてきて…。日々いろいろな思いを抱えて暮らす
人々を、たくみな構成と描写で浮き彫りにした長編小説。

銀行員の安達は、世間を震撼させた事件の犯人が同級生だったことに気づき絶句する。小学生の頃、彼がいじめに遭うきっかけを作ってしまっ
た。その後、道を踏み外した彼は殺人犯となり…。

のどかでさびれた温泉街に暮らす高校２年生の怜は、複雑な家庭の事情、迫りくる進路選択、自由奔放な友人たちに振り回される日々を送っ
ている。そんななか、博物館から縄文式土器が盗まれ…。

めぐみ食堂に“バチェラー”現る！？　イケメンで独身のＩＴ実業家・藤原海斗を巡る、年齢も職業も異なる４人の美女たちの争いに、元占い師の
女将・恵が巻き込まれてしまい…。レシピも掲載。

武士の身分を捨てた後、深川の縫箔屋・丸仙に弟子入りした一居。不審死した町医者は、一居の過去を知っていたのか。剣術を愛する丸仙の
娘・おちえと一居、ふたりの葛藤と成長を描く時代青春ミステリー。

新庄藩火消頭・松永源吾は、徳川御三家尾張藩屋敷を襲った爆発を知り、父を喪った大火を思い出して屈託を抱く。その予感は的中。源吾の
前に、１８年前の悪夢と炎の嵐が現われて…。

京の大火で長屋を焼かれ、妻子ともはぐれた浪人・菅沼鉢四郎は、ふとしたきっかけで、剣を握らぬ「賄方」として新選組に入隊することに。菅
沼は隊士の暮らしや愛憎、組織の矛盾を間近で目にしていく…。

江戸では将軍家兵法指南役・柳生備前守俊方が暗殺集団に襲われ、大磯宿では加賀守銀次郎が十六本の凶刃の的となり、壮烈な激戦と
なった。未曾有の撃剣は、遂に大奥一行へも襲いかかり…。



27 付添い屋・六平太　［１４］　猫又の巻　祟られ女 金子成人著 小学館 2020 6時間41分

28 まぼろし成敗　八州廻り料理帖 倉阪鬼一郎著 コスミック出版 2020 4時間43分

29 心淋し川 西條奈加著 集英社 2020 7時間33分

30 若殿八方破れ　４　安芸の夫婦貝 鈴木英治著 小学館 2021 7時間7分

31 初陣　新剣客同心親子舟 鳥羽亮著 角川春樹事務所 2020 5時間31分

32 一周忌　新・知らぬが半兵衛手控帖　１２ 藤井邦夫著 双葉社 2021 5時間2分

33 入舟長屋のおみわ　江戸美人捕物帳 山本巧次著 幻冬舎 2020 6時間9分

海外小説

34 ネヴァー・ゲーム
ジェフリー・ディーヴァー著
池田真紀子訳

文藝春秋 2020 17時間28分

35 ホーム・ラン
スティーヴン・ミルハウザー著
柴田元幸訳

白水社 2020 8時間23分

広島浅野家領内に投宿し、寺を散策していた仇討ち旅一行は、境内で倒れている若い女を見つけた。小指を切り取られ、首を絞められた痕が
あるその女は、俊介らが泊まっている隣宿の飯盛女らしい。まさか刺客の仕業なのか…？

六平太は四谷相良道場の道場主から森掛藩下屋敷にある立身流兵法「練志館」への代稽古を頼まれた。そんな中、「練志館」田中祥五郎の
惨殺死体が発見され…。

八州廻りの一人、藤掛右京は、役目で訪れた各地の料理を仕入れ、江戸の小料理屋「八味」で振る舞う包丁人でもあった。その裏の顔を知る
同僚・江坂三十郎と右京に、相州を荒らし回る盗賊捕縛の命が下り…。シリーズ第１弾。

江戸の片隅、小さなどぶ川沿いに並ぶ長屋の住民達は、人生という川のどん詰まりでもがいていた－。生きる喜びと哀しみを描いた、全６編の
連作時代小説。第１６４回（２０２０年下半期）直木賞受賞。

日本橋本町の呉服屋の手代が殺され、八丁堀同心の菊太郎は探索に乗り出す。数日後、菊太郎と隠居の父・隼人は南町奉行の遠山より呼び
出され、鬼隼人の異名をとっていた隼人にも探索に加わってほしいと言われ…。

旗本の馬鹿息子が消息を絶った。その行方捜しを命じられた臨時廻り同心の半兵衛は、息子と連んで湯島界隈を遊び歩いていた旗本家の倅
たちを見張り始める。すると彼らの行く手に総髪の浪人が立ちはだかり…。

容姿端麗でしっかり者の大家の娘・お美羽は、父親に代わり、店賃を取り立てて、住人の世話をしている。ある日、小間物屋の悪い噂を耳にし
たお美羽は、密かに恋心を寄せる浪人の山際と手を組み、真相を探っていくが…。

シリコンバレーで失踪した娘を探せ。懸賞金のかかった事件に挑む人探しの名人にして流浪の名探偵ショーは狡猾な連続誘拐事件を追う。

精緻な筆致、圧倒的想像力で名匠が紡ぐ深遠な宇宙。一本の決定的本塁打がたどる驚異の軌跡を描く表題作など、奇想と魔法に満ちた全８
篇のほか、独特の短篇小説論も併録。


